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本日、令和 2年第 4 回定例会の開会にあたり、これまでの主な行

政事項について、その概要をご報告申し上げます。

はじめに

はじめに、本年度の文化賞等、各種表彰について申し上げます。

11月 3 日の文化の日に、名寄市文化賞条例に基づき、「名寄本よみ

聞かせ会」に文化奨励賞を授与いたしました。

「科学部門」、「子どもの読書活動推進」で受賞された「名寄本よ

み聞かせ会」は、昭和 49 年に創立され、以来 45 年以上にわたり子

どもたちへの読み聞かせのほか、ボランティア団体や個人への読み

聞かせの技術的指導などの活動に努めてこられた団体であります。

市立名寄図書館において、幼児や小学生を対象とした絵本や紙芝

居の読み聞かせや、市内の小学校へ出向いて読み聞かせの活動をさ

れております。また、市外からの要望にも応じており、その活動は

本市のみならず市外の子どもの読書活動推進にも多大なる功績を残

されております。

会員皆さんの「子どもたちを笑顔にしたい、子どもたちの笑顔を

見たい」という優しい思いが、この 45 年以上にわたる活動につなが

ったものと感じています。

本市としましても、市民の皆さんが豊かな心と知性を育み、生涯
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にわたっていきいきと学べるまちを目指し、また地域が手をつなぎ

合い、市民が輝くまちづくりを進めてまいりたいと思っております。

次に、名寄市表彰条例に基づく各表彰については、自治、社会福

祉、保健衛生、産業経済、労働、教育文化、住民運動実践の各分野

で市勢の発展に寄与された 17 個人、1団体に功労表彰を、多額の寄

附をいただいた 10 個人、35 団体に善行表彰を、芸術、文化、スポー

ツなどの分野で輝かしい活躍をされた 3個人、1団体に栄誉賞をそれ

ぞれお贈りいたしました。

受賞された皆さんには、今後とも本市の発展にご尽力を賜ります

とともに、より一層のご活躍とご健勝を願っております。

“市民と行政との協働によるまちづくり”

市民主体のまちづくりの推進

次に、コミュニティ活動の推進について申し上げます。

市民との協働によるまちづくりを進めるため、名寄市町内会連合

会と連携のもと、全 7 会場で「まちづくり懇談会」を開催し、多く

の市民のご参加をいただきました。

会場での貴重なご意見、さらには本年 9 月に実施した町内会アン

ケート調査の結果について、市政への反映に努めてまいります。
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次に、広報・広聴事業について申し上げます。

多様な媒体による広報の推進を図るため、このたび、国内で利用

者数が最大のＳＮＳである「ＬＩＮＥ」の公式アカウントを取得し、

10 月 1 日から公開しました。イベントなどの情報を写真とともに発

信するほか、簡易な行政上の質問応答も可能となっています。今後

も他自治体の先行事例を参考としながら広報活動を推進してまいり

ます。

次に、国勢調査について申し上げます。

本年 10月 1 日を基準日として、287 調査区、約 1万 3千世帯を対

象に、調査員 185 人、指導員 27 人体制で調査に取り組んでまいりま

した。

調査結果については、来年 6 月に人口及び世帯数の速報値が公表

される予定となっています。

調査員、指導員の皆様のご尽力に感謝を申し上げますとともに、

市民の皆様のご協力に対しまして厚くお礼を申し上げます。

人権尊重と男女共同参画社会の形成

次に、男女共同参画社会の形成について申し上げます。

11月 12 日から 25 日まで、「女性に対する暴力をなくす運動」の取
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組として、内閣府男女共同参画局が作成したポスターの展示を市内

商業施設において行いました。この運動はパープルリボン運動と称

されることから、多くの市民の興味を引くよう、会場をパープルの

バルーンで装飾し、併せてＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)に

関する相談窓口の周知などを行いました。

交流活動の推進

次に、交流活動の推進について申し上げます。

山形県鶴岡市との交流事業については、名寄・藤島交流友の会が

主体となり、10月 28 日に本市のかぼちゃを、11 月 12 日に鶴岡市の

庄内柿を、それぞれの地域の小中学校で提供するとともに、給食だ

よりなどを通じて姉妹都市交流を伝える学校給食交流が行われまし

た。

東京都杉並区との交流事業については、11 月 7 日から 8日まで杉

並区立桃井原っぱ公園で開催された「すぎなみフェスタ 2020」にお
ももいはら

いて、杉並区職員などの協力もいただきながら、じゃがいもやかぼ

ちゃなどの農産物やソフト大福などの販売を行いました。

ふるさと会との交流事業については、11 月 1 日に東京なよろ会創

立 35周年記念事業として、カーリングのジュニア育成を目的に、カ

ーリング用具贈呈式が道立サンピラーパークで行われました。本事
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業が世界に羽ばたく選手育成の後押しとなることを期待します。

国際交流については、名寄・リンゼイ姉妹都市友好委員会と名寄・

ドーリンスク友好委員会の共催で、9月中旬から 10 月中旬にかけて、

風連庁舎と北国博物館を会場に、国際親善メモリアルホール移動展

が開催されました。リンゼイとドーリンスク両地域との交流の経緯

や、これまでの交流事業などについて紹介するとともに、記念品を

展示するなど、国際交流事業をＰＲしました。

また、ドーリンスクとの交流では、友好都市提携 30周年を来年に

控え、プレイベントとして市内の料理人などに参加いただき、ロシ

ア料理研究会を開催しました。

さらに台湾との交流事業については、10 月 16 日に台湾国立中山
ちゅうざん

大学西湾学院と国際交流に関する覚書を締結しました。
せいわん

覚書締結後の最初の事業として、11月 25 日に名寄産業高等学校と

同学院とのオンライン授業交流を行いました。12 月 22 日には名寄高

等学校との交流を予定しています。

今後も、様々な交流事業を通じて、国際感覚を持つ人材の育成や、

交流人口の拡大を図ってまいります。

次に、移住の推進について申し上げます。

11月 16 日に、名寄市移住促進協議会主催により、芸者東京株式会
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社代表取締役ＣＥＯ田中泰生氏を講師に招き「関係人口創出・拡大
たいせい

の可能性」をテーマとした講演会が開催されました。講演会には 70

人を超える市民の皆様の参加をいただき、天塩川の豊かな自然や景

色は素晴らしい資源であり、関係人口創出の可能性があることなど、

本市の魅力を認識していただく機会となりました。また、「移住体験

ツアー」については、11 月 20 日までに、首都圏から 3件の利用があ

りました。利用者が必要とする情報の収集などを通じて、本市での

生活をイメージしていただいたことから、今後も関係性のつながり

を継続しつつ、移住推進に向け対応してまいります。

広域行政の推進

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺 10市町村で構成する「テッシ･オ･ペッ賑わい創出協議

会」では、北海道の名付け親と言われる「松浦武四郎」の偉業を地

域の子どもたちに伝えるために、絵本製作に取り組んでいます。現

在、中川町在住の漫画家による作画作業を進めており、年度内には

関係自治体の小学校や図書館、関連施設などに配布予定です。この

取組を通じて、地域愛の醸成や歴史の再認識の機会拡充を図ります。

次に、定住自立圏について申し上げます。
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11 月 6 日に定住自立圏構成市町村長会議を本市で開催し、圏域生

活基盤維持対策・産業振興分野における連携強化を図るため、協定

内容の精査について確認されました。これに伴う定住自立圏形成協

定の一部変更について、本定例会で提案させていただきますのでご

審議のほどお願いいたします。

“市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり”

地域医療の充実

次に、名寄市立総合病院の本年度上半期の運営状況について申し

上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ 4 万 3,736 人で前年比 4,598

人の減となり、外来患者数では延べ 10 万 4,924 人で前年比 10,787

人の減となりました。収支の状況は、事業収益が前年比 1 億 5,683

万円減の 46 億 7,711 万円、事業費用が前年比 1,178 万円増の 48 億

6,047万円となり、事業収支は1億8,336万円の純損失となりました。

新型コロナウイルス感染症の影響が大きく表れた状況となってい

ますが、今後も医業収益の確保や経費の節減に努めることにより収

支の改善を図り、経営の健全化に向け、より一層努めてまいります。

次に、名寄東病院の本年度上半期の運営状況について申し上げま
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す。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ 1 万 6,520 人で前年比 4,327

人の増となり、外来患者数では延べ 2,396 人で前年比 203 人の増と

なりました。

また、収支状況では、事業収益は前年比 3,762 万円増の 4億 3,495

万円、事業費用は前年比 1,059 万円増の 3 億 947 万円となり、事業

収支は 1億 2,548 万円の純利益となりました。

子育て支援の推進

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

公立保育所等整備については、建設場所を現在の南保育所に隣接

する公共用地に決定し、市民に喜ばれる保育所整備に向け基本設計

の中で具体化してまいります。

乳幼児等医療費給付事業については、本年 10月診療分から小学生

の通院に係る医療費についても全額助成となりました。10月末現在、

対象世帯の約 9割から申請を受け付け、受給資格認定の後に受給者

証を交付しています。未申請者については、病院などの受診の際に

一度料金をお支払いいただき、受給資格認定後に償還払いをしてま

いります。

名寄市子育て世帯への臨時特別給付金については、新型コロナウ
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イルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援するために、児童手

当受給世帯 1,925 世帯 3,245 人の児童に対し 1 人 1 万円を支給しま

した。

名寄市児童福祉施設等従事者慰労金については、新型コロナウイ

ルス感染症拡大による緊急事態宣言中に放課後児童クラブや幼児教

育・保育施設などにおいて勤務していた方に、慰労金として 1人 5

万円を支給しています。

今後も関係機関と連携し、子育て支援の向上を図ってまいります。

高齢者施策の推進

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

「長寿を祝う会」については、市内関係団体と実行委員会を組織

し、9月 19 日に市民文化センターＥＮ－ＲＡＹホールにおいて開催

しました。

長年にわたり本市の発展にご尽力いただいた、男性 102 歳と女性

108 歳の最高齢者をはじめ、白寿、米寿を迎えられた方々223 人と金

婚を迎えられた 83 組のご夫婦にご案内し、お祝いを申し上げ、記念

品を贈呈しました。

併せて「名寄市生きがい作品展」を 9月 16 日から 22 日まで開催

し、106 点の力作の数々を市民の皆様にご覧いただきました。
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また、町内会など 81 団体が敬老事業を実施し、75 歳以上の方々

5,249 人が温かい祝福を受けました。

今後も長年にわたり地域社会に貢献された高齢者に敬意を表し、

その長寿を祝福するとともに、市内各地域で開催される敬老会の主

催者に対する支援を行うことにより、市民の敬老意識の高揚を図っ

てまいります。

“自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり”

環境との共生

次に、合同墓について申し上げます。

緑丘霊園区画内において整備を進めていた合同墓建設工事が10月

末に完了しました。来年度からの供用開始に向けた準備を進めてま

いります。

循環型社会の形成

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

家庭ごみの排出が困難な高齢者や障がい者世帯などの日常生活の

負担軽減を目的として、本年 10 月から「ごみ出し支援事業」を開始

しました。今後も居宅サービス等提供事業所などにご協力をいただ

き、支援を必要とする世帯の利用拡大を図ってまいります。
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消防

次に、消防事業について申し上げます。

10 月末現在までの火災及び救急・救助出動状況については、火災

件数は 8件で前年比 6件の増となり、負傷者が 3人発生しています。

また、救急出動件数は 837 件で前年比 54 件の減、救助出動件数は 12

件で前年比 24 件の減となりました。

住宅防火対策の推進については、10 月 15 日から 31 日までの「秋

の全道火災予防運動」期間中に防火対象物や危険物施設の立入検査

の実施、防火ポスターの配布、関係機関の協力による大型店舗での

火災予防広報など、防火対策の啓発や火災予防のＰＲ活動を行いま

した。

防災対策の充実

次に、防災対策の充実について申し上げます。

本年度の名寄市防災訓練については、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、市民参加型の訓練は中止とし、市職員を対象に 2

回実施しました。

第 1回訓練は、新型コロナウイルス感染症を考慮した避難所運営

についての検証訓練や、避難所開設時における感染症対策を講じた
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受付配置や避難者誘導などについて研修を行いました。

第 2回訓練では、ワークショップ形式での水害想定訓練により、

災害対応の疑似体験を行い、気象情報や河川情報に関しての職員間

の共通認識を深めました。また、北海道版避難所運営ゲームを活用

し、コロナ禍において避難所で想定される対応の図上訓練を行い、

避難所運営能力の向上を図ったところです。

洪水ハザードマップのさらなる普及浸透、住民等の水害に対する

危機意識の醸成、避難所などの認知度の向上を図ることを目的とし

て、生活空間である「まちなか」に水防災に係る各種情報を標示す

る「まるごとまちごとハザードマップ」の取組については、各避難

所や避難場所の 66 施設に 89 枚の標示板を設置し、名寄市街地の幹

線道路の電柱 35 カ所には、避難方向や浸水想定などを示した標示版

を設置しました。

今後も、国の「水防災意識社会再構築ビジョン」による天塩川流

域の減災対策協議会の取組や、関係機関と連携した防災活動を推進

するほか、市民の防災・減災意識の向上と啓発を図ってまいります。

交通安全

次に、交通安全について申し上げます。

交通事故のない住みよいまちづくりに向け、9月 21 日から 10 日間
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にわたって秋の交通安全運動が実施されました。期間中、市民や関

係団体のご協力のもと街頭啓発などが取り組まれ、9月 30 日には西

條デパート前において、市民や関係団体 205 人が結集した「旗の波

作戦」を実施し、交通事故防止の啓発を行いました。

生活安全

次に、生活安全について申し上げます。

不審者などの対策については、既に地域や各企業組合の協力によ

る 110 番の家などの取組を行っているところですが、さらなる防犯

対策として、「子ども・女性ＳＯＳの車」の取組を 10 月 13 日から開

始しました。公用車に加え、市内ハイヤー会社とバス会社のご協力

をいただき、約 30 台の車両にステッカーを表示することで見守り活

動の強化を図ってまいります。

消費生活の安定

次に、消費生活の安定について申し上げます。

11月 7 日に思考の整理収納塾代表の田川瑞枝氏を講師に招き、「す
た が わ み ず え

ぐに実践できる片付けのコツ」をテーマとした消費生活セミナーを

開催しました。セミナーでは「利き脳」整理術や収納のコツについ

て 70人の市民が学びました。
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住宅の整備

次に、住宅の整備について申し上げます。

公営住宅長寿命化改善工事として 7 月に着工した風舞団地 1 棟 8

戸の外部改修工事は、11月に完了しています。

都市環境の整備

次に、都市環境の整備について申し上げます。

名寄市公園施設長寿命化計画に基づく施設整備については、ハル

ニレ公園は 9月に、麻生公園は 10月に完了しています。

上水道の整備

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事については、国道

40 号老朽管更新工事ほか 2路線が 11 月に完成しました。

また、検定期間満了にともなう水道量水器取替工事についても完

成しています。

下水道・個別排水の整備

次に、下水道事業について申し上げます。
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下水道汚水管渠については、公共下水道ストックマネジメント計
かんきょ

画に基づき、管渠更生工事 2路線を 10 月に完了しています。
かんきょ

また、個別排水処理施設整備事業については、5基の合併浄化槽の

受付があり、このうち 1基が 10 月までに完了しています。

道路の整備

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めている北 1 丁目通は 9

月に、南 3丁目通と徳田 18 線緑丘連絡線は 11 月に工事が完成し、

豊栄西 12 条仲通の改良舗装工事については、来年 2月に完成を予定

しています。

また、本市単独費により整備を進めている東 5号線の舗装改築工

事は 10 月に完成し、徳田 1号線の改良舗装工事は 12 月に完成を予

定しています。

橋梁整備では、東 橋と報徳2号橋の修繕工事は来年 2月の完成を
あずまばし ほうとく はし

予定しています。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

本年度の除排雪対策については、除雪延長 435 キロメートル、排

雪延長 149 キロメートルを実施する計画としています。
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10 月 20 日に風連地区、21 日に名寄地区の除雪事業の契約を締結

し、本年度においても効率的で効果的な除排雪体制の確立に努める

とともに、安全な道路空間の確保を図るため、幹線道路ではこれま

で同様に複数回の排雪と積上げ除雪を実施してまいります。

地域公共交通

次に、地域公共交通について申し上げます。

鉄路については、宗谷本線の利用促進に向けた取組として、宗谷

本線活性化推進協議会において「宗谷線フォトコンテスト」を実施

し、道内外の 82 人から 127 作品の応募をいただきました。また、宗

谷本線の利用者を対象に、沿線市町村の駅の概要や周辺の観光地な

どを掲載した全 12 種類の「宗谷線ステーションカード」を、11月 1

日から名寄駅を含めた 7つの有人駅で配布しました。

また、ＪＲ北海道は新型コロナウイルス感染症の影響により、依

然として利用客の減少が続き、回復の見込みが立たない状況である

ことから、来春のダイヤ改正に合わせて特急列車の減便や臨時列車

化する方針を明らかにしました。宗谷本線では、旭川‐稚内間の特

急「サロベツ」を現行の定期 4本から定期 2本と利用状況に合わせ

て年間 30 日程度運休する臨時 2本とするとともに、旭川‐名寄間の

利用の少ない普通列車を中心に削減を検討する考えが示されました。
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利便性が低下すると、さらなる利用者の減少につながりかねないこ

とから、利用促進に資する取組などについて関係機関と連携し、宗

谷本線の維持・存続に向けた取組を推進してまいります。

“地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり”

農業・農村の振興

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

はじめに、主要農作物の生育状況などについて申し上げます。

水稲については、10 月 15 日現在の農林水産省の作況指数は、全国

で 99 の「平年並み」となったものの、北海道は 106、上川は 107 の

「良」となりました。本市の 11 月 17 日現在の出荷状況は概ね 8割

で、もち米26万 1千俵、うるち米1万 7千俵、合計 27 万 8 千俵とな
ごめ まい

り、一等米比率は約 100 パーセントで、収量は平年より良い状況と
まい

なっています。

畑作については、秋小麦、春小麦は平年より作柄が良く、スイー

トコーン、馬鈴しょはやや良、かぼちゃ、てんさいは平年並みとな

りました。大豆については、収穫期の降雨により品質低下が見られ

る状況ですが、総体としてよい年となったと受けとめています。

畜産については、9月末での過去 1年間の生乳生産量は 1万 4,296

トン、乳代は平均で 1キログラムあたり 104 円となり前年同水準で
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推移しています。

次に、経営所得安定対策について申し上げます。

まず、転作関係では、対象農家 506 戸、対象面積 2,882 ヘクター

ルで、水田活用の直接支払交付金が 5億 9,386 万円、産地交付金が 8

億 3,233 万円となり、合わせて 14億 2,619 万円の年内交付を予定し

ています。

畑作関係では、畑作物の直接支払交付金のうち、既に営農継続払

い 4億 2万円が交付されており、今後は数量払いの交付を見込んで

います。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

本年度のエゾシカ駆除については、11 月 17 日現在で、530 頭を駆

除し昨年より 178 頭増加し、アライグマ駆除についても、同日現在

で 479 頭と 267 頭増加しています。

ヒグマ対策については、本年度の捕獲許可期間を 12 月 30 日まで

としており、11月 17 日時点の出没情報は、昨年度の総件数 49 件に

対し 12 件少ない 37 件となっています。

次に、畜産振興について申し上げます。
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公共牧場については、名寄牧場では 5月 25日から 10月 19日まで、

母子里牧場では7月4日から10月20日まで市内酪農家11戸から240

頭を受け入れ、適正な飼養管理により高い受胎率と個体の資質向上

を図りました。

次に、地産・地消の推進について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止とした「なよろ産

業まつり」の代替企画として、市民を対象に「もっともち米！餅も

ち川柳」の募集を行いました。268 点の応募作品から選定した 31 点

の入選作品を中心にカレンダーを作成し、広く周知してまいります。

また、市内宿泊施設に宿泊された方を対象に、本市の特産品セット

をプレゼントする秋の味覚キャンペーンには、546 人からご応募をい

ただき、抽選により 50人の方に農産物などを発送し、市外へのＰＲ

を図りました。

「2020 地産地消フェア inなよろ」については、例年より内容を縮

小し 11 月 14 日に開催しました。地元野菜の詰め放題など名寄産農

畜産物の販売を通じて、地産地消の推進に取り組みました。

もち米の消費拡大や産地ＰＲを目的に作業を進めていた、「もち米

ロゴマーク」については、10月 5日に記者発表を行いました。今後、

もち米関連商品への貼付やホームページなどにより、「日本一のもち
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米のまち」として、市内外へ広く情報発信に取り組んでまいります。

森林保全と林業の振興

次に、森林保全と林業の振興について申し上げます。

森林環境譲与税を活用した取組については、本年度より、市の基

本方針に基づき「森林整備」、「人材育成と担い手確保」及び「普及・

啓発」などを推進しています。

「森林整備」では、間伐や下刈りなど 67 ヘクタールに補助を行っ

ているほか、今後、野そ駆除や枝打ちなどへの補助も予定していま

す。

「人材育成と担い手確保」では、チェーンソー講習などに係る費

用について、7人分の補助を行っています。

また、「普及・啓発」では、森林の果たす役割や森林整備の必要性

を市民に周知するため、町内会へのチラシ回覧やホームページへの

掲載のほか、なよろ健康の森「もりの学び舎」でのパネル掲示を行

っています。

今後とも、森林の有する多面的機能の持続的な発展に向けて、森

林環境贈与税の有効活用を図ってまいります。

商工業の振興
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次に、商工業の振興について申し上げます。

北海道が公表している令和 2 年 7 月から 9 月までの地域別経済動

向調査によると、上川北部地域の地域景況は人材不足・販路減少に

より依然として厳しく、生産・消費動向については「低調」と判断

され、新型コロナウイルス感染症拡大の懸念から中止が相次いだ行

事などについては、感染拡大状況を見ながら徐々に開催される兆し

にあるものの、依然として消費が冷え込む傾向にあり、総合では「低

調」と判断されています。

「名寄市ずっと住まいる応援事業」については、10 月末時点で 171

件の申請があり、交付決定額は 2,950 万円となっています。

引き続き、地域経済の活性化と良質な住環境の整備を促進してま

いります。

新型コロナウイルス感染症に関する商工業の支援施策では、給付

事業の第 2 弾となる「名寄市がんばる中小企業応援給付金」につい

ては、9月 30 日で申請期間が終了し、総給付件数は 496 件、総給付

額は 1億 983 万 7千円となりました。

商品券事業の第 2弾となる市内店舗で利用できる「プレミアム付

き商品券事業」については、当初の 6万セットに続き、9月 7日から

追加発行の 3万セットを販売しました。事業を実施している実行委

員会からは、取扱店舗での利用は堅調に推移していると報告を受け
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ており、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内経済の回復

と活性化を期待しているところです。

名寄市中小企業振興条例に基づく補助事業の拡充・緩和について

は、商工業者から大変好評をいただき、中心市街地近代化事業、店

舗支援事業及び創業支援事業では、これまでにない多くの申請をい

ただいており、今後さらなる需要が見込まれることから、補正予算

を提案させていただきますので、ご審議をお願いいたします。

引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況、国や道の施策、市

の経済状況を注視しながら必要な対策を講じてまいります。

（仮称）名寄市商工業振興基本計画については、10月 15 日に第 2

回名寄市中小企業振興審議会検討部会を開催し、計画策定に向けて

実質的な審議をスタートさせたところです。

王子マテリア株式会社名寄工場の生産品集約に関する名寄市緊急

対策本部については、工場敷地の利活用について話し合いの環境が

整ったと判断し、緊急対策本部の発展的な解消を行い、新たに「王

子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に関する名寄市対策本部」

を設置しました。

設置目的では、生産品集約の再考を求めることから、敷地の利活

用及び雇用対策と改め、具現化に向けて関係機関と連携し検討を進

めており、11 月 19 日に王子マテリア株式会社を訪問し、工場敷地に
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おける新規事業への協力や雇用確保などの要望を行ってきたところ

です。

雇用の安定

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における 9月末現在の月間有効求人倍率は

1.41 倍で、新型コロナウイルス感染症の影響により、8カ月連続で

前年同月を下回っているものの、求職者に対し求人数が上回る状況

は継続しており、本年 4月以降、5カ月連続で前月を上回っています。

また、9月末現在の来春の管内新規高等学校卒業予定者は 597 人で、

このうち、学校・安定所の紹介を希望する者は 145 人で前年同月比 2

人の減、管内での就職希望者は 85人で前年同月比 3人の増となりま

した。

引き続き、ハローワークをはじめ、関係機関と連携し、新型コロ

ナウイルス感染症が雇用情勢に与える影響にも注視しつつ、雇用の

安定と促進に努めてまいります。

観光の振興

次に、観光の振興について申し上げます。

道の駅「もち米の里☆なよろ」については、9月末までの上半期に
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おける入込客数が 21万 3,427 人で、新型コロナウイルス感染症の影

響により、前年度比 8万 4,767 人の減少となりました。売上額も、

一時期は前年度比の 50％程度にまで落ち込みましたが、夏以降、Ｇ

ｏＴｏトラベルキャンペーンなど、経済活動の段階的な引き上げに

伴い、前年度比 80％以上にまで回復しています。今後も新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止に努めながら、指定管理者と連携し、地場

特産品などの販売をはじめ、多くの方に利用いただける魅力ある施

設づくりに取り組んでまいります。

また、10 月には、なよろ観光まちづくり協会が、観光庁の「誘客

多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成」実証事業に採択さ

れ、新たな体験型観光商品の造成を目的とした実証事業を実施しま

した。観光農園での野菜収穫及び料理体験ツアーや、名寄振興公社

と連携してピヤシリスキー場のグリーンシーズンでの利活用も併せ

て検討したサバイバルゲームイベントを行い、新たな生活様式を実

践した観光商品・イベントの検証ができました。

名寄ピヤシリスキー場については、11 月上旬からオープンに向け

た準備を進め、安全で快適にご利用いただけるよう整備を行ってき

ました。また 11 月 26 日にはピヤシリスキー場安全祈願祭が行われ、

シーズン中における安全と無事故を祈願しました。

今シーズンは、小中学生のリフト料金を無料化するほか、シーズ
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ン券料金を大幅に値下げするなど、料金体系を見直し、足元マーケ

ット対策を強化しました。

“生きる力と豊かな文化を育むまちづくり“

小中学校教育の充実

次に、学校教育について申し上げます。

確かな学力を育てる教育の推進については、11 月 12 日に風連中央

小学校と風連中学校を会場として、名寄市教育研究大会を開催しま

した。風連中央小学校では、見方や考え方を働かせて、深い学びに

向かう子どもを育むため、国語科の授業が公開され、授業改善のあ

り方について研修を深めました。

風連中学校では、主体的に学びに向かい、学びの連続を実感する

生徒を育むため、数学科の授業が公開され、効果的な課題設定と振

り返り活動のあり方について活発な協議が行われました。

また、名寄市教育改善プロジェクト委員会では、教育研究（研修）

の充実に関する研究グループと教育指導の充実に関する研究グルー

プにおいて、ミドルリーダー研修会や小学校高学年における効果的

な教科担任制の推進に関する研修会、学習指導の諸課題への対応に

関する研修会などを開催しました。

さらに、教育経営の充実に関する研究グループでは、10月 28 日に
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名寄東中学校において、働き方改革推進委員会研修会を開催し、各

学校の実情や取組を共有するなど、活発な意見交換が行われました。

道教委の学校力向上に関する総合実践事業の推進については、11

月 27 日に名寄南小学校を会場に、地域連携研修が行われました。研

修では、国語科と特別支援学級の授業が公開され、基礎的・基本的

な知識や技能を身に付け、進んで学ぶ子どもを育むための活発な協

議が行われました。

また、各学校の学校力向上に資する効果的な取組を共有するため、

名寄西小学校と風連中央小学校を会場に、名寄市地域協議会を開催

し、学校経営方針を家庭・地域に浸透させる取組や学習規律の徹底

を図る取組などについて研修を深めました。

豊かな心を育てる教育の推進については、児童生徒の豊かな情操

を育むため、9月 24 日に市民文化センターＥＮ－ＲＡＹホールを会

場に、名寄市小中学校音楽発表会を開催しました。新型コロナウイ

ルス感染症対策として、発表内容を器楽や和太鼓、吹奏楽の演奏に

限定したほか、保護者の方には別室で映像にて鑑賞していただきま

した。

また、「特別の教科道徳」の指導の充実を図るため、名寄市教育研

究所の道徳班が中心となり、キャリア教育と関連付けながら、木原

天文台を建設した故木原秀雄氏の生き方を題材とした読み物資料を



- 27 -

使った授業研究を行うなど、指導方法などの改善・充実を図る取組

を推進しました。

健やかな体を育てる教育の推進については、名寄市教育研究所の

体育保体班が中心となり、各学校で実施した新体力テストの結果を

分析し、子どもの体力のより一層の向上を目指し、実技研修会を実

施しています。

特別支援教育の推進については、11 月 9 日に市民文化センターに

おいて、名寄市立大学の教授を講師に招き、「困難を抱えている子ど

もへの指導の手がかり」をテーマに、市内小中学校の教職員などを

対象とした研修会を行いました。研修会では、本市はもとより士別

市や美深町、下川町の教職員など 89 人が子どもたち一人ひとりの困

り感に応じた指導・支援のあり方について学びました。

社会の変化に対応する力を育てる教育の推進については、10 月 15

日に名寄市学校教育情報化推進委員会を開催し、ＧＩＧＡスクール

構想における 1人 1 台端末の導入に向けて必要となるＩＣＴ環境の

整備などについて協議しました。

今後は、名寄市教育改善プロジェクト委員会が中心となり、1人 1

台端末を活用した指導方法などについて研修を進めていきます。

信頼される学校づくりの推進については、10 月 20 日に第 3回地域

学校協働本部連絡協議会を開催し、各学校の課題や要望などを共有
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するとともに、地域学校協動活動の推進のあり方などについて協議

しました。

今後は、地域コーディネーターが学校を定期的に訪問するなど、

学校と一層の連携を図りながら、地域学校協働活動の充実を図る取

組を進めていきます。

安全・安心な教育環境の整備では、智恵文小学校の耐震化に合わ

せ、小中一貫教育の推進を図り、智恵文中学校に小学校を併設した

義務教育学校とするため、地域やＰＴＡの代表者、学校関係者など

による智恵文義務教育学校開校準備委員会を設置し、基本設計の検

討を進めています。

学校給食では、コロナ禍によるインバウンドや外食需要の減少に

より、在庫が余剰となった国産水産物や和牛の消費拡大を図るため、

農林水産省の施策として学校給食へ食材の無償提供がありました。

水産物では大ぶりのホタテを使用したホタテカレーやホタテフライ

を、畜産物では道産和牛を使用したビーフカレーや牛丼を提供し、

児童・生徒から好評を得たところです。

大学教育の充実

次に、名寄市立大学について申し上げます。

名寄市立大学への理解を深め、進路決定の参考としていただくた
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め、検温や手指消毒などの感染症対策を講じた上で、高校生と保護

者を対象にオープンキャンパスを 10 月 17 日に午前と午後の 2回に

分けて開催しました。高校生 199 人、保護者 173 人の参加があり、

昨年と比較して高校生で 41人の増となりました。生徒には模擬授業

とキャンパスツアー、保護者には大学概要などの全体ガイダンスを

行いました。

本年で 14 年目となる名寄高等学校との高大連携事業を、10 月 7

日に実施しました。本年度は、大学から高校へ訪問する形で行い、

名寄高等学校１年生 91 人が参加する中で、大学生から学生生活、進

路選びのタイミングやきっかけを話し、その後、生徒からの探求課

題提案に対して、大学教員が課題の実現可能性や進路を一つに絞る

までのプロセスを検討する演習を行っています。

今後も、地域に根ざした教育活動の展開と名寄市立大学の特色と

専門性を活かした地域貢献活動の取組に努めてまいります。

生涯学習社会の形成

次に、生涯学習社会の形成について申し上げます。

名寄ピヤシリ大学では、市民文化センターを会場に、第 31回大学

祭を開催しました。

10月 13 日からの作品展示では、修学旅行や研修旅行の報告のほか、
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各学生の工夫を凝らした作品を展示し、期間中訪れた多くの市民が

作品を楽しみました。20 日には芸能発表が開催され、各学年やクラ

ブが練習の成果を発表し、来賓、一般合わせて約 40 人の市民がステ

ージを楽しみました。

次に、市立図書館について申し上げます。

10 月 14 日に市内小中学校の図書室担当者会議を、15 日に読み聞

かせ連絡会議を開催し、活動状況や相互連携について協議しました。

今後においても関係者と連携を図りながら、幼児や児童生徒の読書

環境づくりに取り組んでまいります。

10月 27 日から 11 月 9日の読書週間には、｢雑誌リサイクル｣や「フ

ィルムコートサービス」、お勧めする本の書評を競う「ビブリオバト

ル」などを行い、子どもから大人まで多くの方の参加をいただき好

評を得たところです。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために延期となっていた開

台 10 周年記念講演会を、10 月 10 日に開催しました。国立天文台石

垣島天文台との協定が縁となり、国立天文台水沢ＶＬＢＩ観測所の

本間希樹所長をお招きし、最新のブラックホールに関する研究につ
ほ ん ま ま れ き
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いてご講演いただきました。市内外から 96人の方が参加し、熱心に

耳を傾け、10周年にふさわしい講演会となりました。

11 月１日に一般社団法人天文教育普及研究会北海道支部との共催

により、「北海道金環日食まであと 10 年」をテーマとして、オンラ

イン及び対面形式での研究会を開催しました。2030 年に北海道で金

環日食が観測されることから、2012 年の本州での金環日食の際に、

安全な観測の呼び掛けや大勢の来館者の対応にあたった天文台の方

に、この 10 年間で準備すべきことなどを伺いました。

家庭教育の推進

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

11月 15 日に、家庭教育学級の合同研修会として、国立大雪青少年

交流の家から講師を招き「親子ふれあい体操」を市民文化センター

で開催しました。13 組 32 人の親子が参加し、軽運動でのふれあいを

楽しんだところです。

生涯スポーツの振興

次に、生涯スポーツの振興について申し上げます。

スポーツ施設の整備については、スポーツセンターの非常用照明

の取替工事を行い、停電時における利用者の安全を確保するととも
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に、経年劣化による損傷が著しかった第 2体育室の床の改修工事を

行い、利用者が安心して利用できる環境を整えました。

次に、スポーツ大会の開催については、新型コロナウイルス感染

症の影響で延期をしていた「第68回なよろ憲法記念ハーフマラソン」

を、市民限定にするなどの感染症対策を行いながら 9月 20 日に開催

し、221 人のエントリーをいただきました。

スポーツ振興事業については、Ｎスポーツコミッション主催事業

として「Ｎスポ健康ステーション」が駅前商店街に開設されました。

この事業は、身近なスポーツ環境のニーズ調査などを目的に、体

を動かして健康づくりに取り組めるプログラムを提供するもので、9

月から来年 1月まで週 3回のペースで開設されます。

さらに、10 月 11 日に同じく駅前商店街において、スポーツによる

地域の元気づくりを目的に、名寄市商店街連合会や名寄警察署など

多くの関係者のご協力のもと「街なか運動会」が開催され、746 メー

トルリレーや買い物競走などの種目に274人の市民が参加しました。

青少年の健全育成

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

10月 4 日に、本年度 1回目の「わくわく！体験交流会」を開催し、

小中学生の参加者 13人が、高校生のシニアリーダーや大学生ボラン
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ティアのサポートのもと、テント設営や飯ごう炊飯などのアウトド

ア活動を体験しました。また、11月 14 日には第 2回目を開催し、カ

ーリング体験により交流を深めました。本年度の事業は、コロナ禍

の影響により開始が遅れましたが、10 月から来年 2月まで、全 5回

の体験交流会を予定しています。

11 月 23 日には、スポーツセンターを会場に、第 14 回名寄市子

ども会フットサル大会を開催しました。町内会の子ども会や小中学

校から 27 チーム 166 人の児童生徒が、スポーツを通じて交流を深め

ました。

次に、青少年センターについて申し上げます。

10月 12 日に名寄市青少年表彰式を行い、学校や地域活動などにお

いて顕著な功績のある 3個人、1団体を表彰しました。

また、小学生から高校生までを対象に、10 月から名寄市青少年健

全育成標語を募集し、11月 27 日に最優秀作品の表彰を行いました。

地域文化の継承と創造

次に、地域文化の継承と創造について申し上げます。

11月 1 日から 3日まで、市民文化センターを会場に、第 63回市民

文化祭を開催しました。展示発表は 29団体、3個人から陶芸、書道、
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絵画など 1,056 点に上る作品が出展され、3日間で延べ 1,000 人を超

える来場がありました。3日には、市民文化センターＥＮ－ＲＡＹホ

ールを会場に芸能発表を開催し、舞踊や合唱、楽器演奏など 19 団体

が出演し、約 500 人の市民が鑑賞しました。

また、11 月 2日から 3日にかけて、ふうれん地域交流センターを

会場に、風連文化祭を開催しました。会場には 20 団体、5個人から

676 点の作品が展示されました。芸能発表では、小学生から高齢者ま

で 18 団体、1個人から 141 人が演奏や踊り、歌などを披露し、会場

に集まった延べ 300 人の市民は楽しいひと時を過ごしました。

次に、北国博物館について申し上げます。

9 月 1 日の「防災の日」に合わせて、9月 1日から 29 日まで企画

展「名寄の水害史」を開催し、期間中 1,117 人の来館者がありまし

た。天塩川や名寄川は住民生活に恩恵を与えてくれる一方、洪水に

より農林業や鉄道、道路などの交通、家屋浸水など住民生活に大き

な被害をもたらしてきました。展示内容は、過去の被害状況の写真

や避難時に実際に使用した木造舟を展示するとともに、「名寄市防災

マップ」や非常持出品の実物を展示し、防災意識を高める一助とし

ました。
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下水道使用料の賦課漏れについて

最後に、下水道使用料の賦課漏れについて申し上げます。

11 月 6 日に記者発表にてご報告したとおり、水道を使用し公共下

水道に接続されているにも関わらず下水道使用料を賦課することな

く未徴収になっている、いわゆる賦課漏れがあることが判明しまし

た。

11 月 9 日から、現地確認調査を必要とする対象住宅及び施設 43

件を訪問し、調査を行った結果、賦課対象件数 31 件、賦課が漏れて

いた下水道使用料は、2,988 万 1,987 円、そのうち、時効未到来であ

り遡及する下水道使用料は、591 万 7,470 円となったことをご報告申

し上げます。

下水道使用料の賦課漏れにより、負担の公正、公平性を損なう事

態を招き、また、賦課漏れの対象者となる皆様に、遡及して下水道

使用料の納入をお願いすることとなり、公共下水道をご利用いただ

いている市民・企業の皆様にご迷惑をおかけしておりますことを心

より深くお詫び申し上げます。本事案を重く受け止め、本定例会最

終日には、自身を含め責任の所在を明らかにさせていただきたいと

思います。

今後、賦課対象となった皆様には丁寧にご説明申し上げ、納付方

法については相談の上対応するとともに、再発防止に向け、適正な
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事務処理に努めてまいりますので、ご理解をいただきますようお願

い申し上げます。

以上、主な行政事項について、その概要を申し上げ報告といたし

ます。


